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第７期　高知県保健医療計画　指標見直し表

資料　１－２

安芸 中央東 高知市 中央西 須崎 幡多

見直し
項目 災害時における医療

担当
課名 医事薬務課

指標名
指標例の見直しに
関する国の考え方

追加の有無
（×の場合）
第8期に向けた
方向性について

時点
安芸医療圏 中央医療圏 高幡医療圏 幡多医療圏 高知県

合計
出典等

都道府県による医療従事者に対する災害医
療教育の実施回数

○ R1 ６回 都道府県実施状況

都道府県による地域住民に対する災害医療
教育の実施回数

○ R1 ３回 都道府県実施状況

「災害時の医療チーム等の受け入れを想定
し、都道府県災害対策本部、都道府県医療
本部で関係機関（警察、消防等）、公共輸送
機関等との連携の確認を行う災害訓練の実
施回数」の指標に、関係機関として「保健所、
市町村等」を追記

　実際の災害発生時
には、保健所（都道
府県が設置するも
の、区・市が設置す
るもの両方）が市町
村や避難所等の医
療を含む調整を行う
ため。

○

指標名
指標例の見直しに
関する国の考え方

追加の有無
（×の場合）
第8期に向けた
方向性について

時点 都道府県 地域
高知県
合計

出典等

災害医療コーディネーター任命者数 ○ R2.9 ４人 19人 23人 都道府県任命状況

災害時小児周産期リエゾン任命者数 ○ R2.3 ９人
健康対策課

リエゾン委嘱状況

災害拠点病院における業務継続計画（BCP）
の策定率を指標から削除

　国の調査で、全国
全ての災害拠点病院
の策定率が、100％と
なったため。

○

　災害時には、特に
都道府県等の自治
体が中心となって対
応を行うこととなると
いう観点から、災害
医療教育の実施回
数を指標に盛り込
む。

　「災害医療コーディ
ネーター」「災害時小
児周産期リエゾン」に
ついて活動要領を作
成したこと等を踏ま
え、今後大規模災害
時等に適切に保健医
療活動が行われるよ
う両者を活用した体
制の構築を進める必
要があるため。


